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無限位 整装置を必要としそい絶縁抵抗計

矢 内 博*

HitachiInsulation Testers

By HiroshiYanai

Taga Works,Hitachi,Ltd.

Abstacrt

Insulation testers have beeninindustrialuse for more than half a century

and the demand on themis everincreaslng.

In the article,the writer relates the development of Hitachiinsulation

testersinto the top-ranking quality productinJapan which has been achieved

by the unremitting efEorts of Hitachi,s englneerS through the past several
decades･The writer also discusses such problems concernlng the abolition of

theinfinity adjustlng device for high range ratinginsulation testers,the

measurlng terminalvoltage,and the torque of the tester handle.

〔Ⅰ〕緒 ロ

絶緑抵抗計(8)㍑縦線物の抵新潮眈諸にし｣~ご発lリJごれて

以来,そのJi■k扱いの簡仙ご∴上りノ.-一正好機器｣lk扱榊〕必携

の測定儲にして普及し,そ川無史もー､印堵己をこえている1

卜【立製作所にわける絶緑抵抗.汁(l_トンニメガー)もそ州歴

史こ主古く1933年製作を肌脛Lて｣一二人火,十〔､こ二20~f-】■余咋

を経過している｡そのIrl｣,Ji封吸の簡便,作能の向｣二にイ

仰の努力をこ土い､,廿日l;磁イイ変更線輪叩頼)i汁器ん式を採

川したE16_埋川立メガー:tその優秀な性能で斯界の注11

をうけている.⊃ 以~iこIl正メガーの雁史±｣】÷近における絶

綾抵抗計の二,三川棚乱÷~二)いて述べる｡
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Fig.1.

*
日立製作所多賀工場

〔ⅠⅠ〕日立メガーの変遷と各型の特長

20年以上の歴史をもづl｣立メガ←は,幾多先人の苦心

二努ノ_ノの轟.■一品をあつ〆)た11立技術の成果である｡そして

E16ノ㌧■ル前の廿立メガ←も,却時の絶縁抵抗計としてほ,

需要別11Jの安射を卜分抑止させる俊秀品として好

けじ〕片町!の1~､■一三長を述べればつぎの通りである｡

(りE12型日立メガー(1933～1942)

計器ん式･け外部磁石父子線輪型でエバーシュッド小型

メガ一三こ壬こ古ぃ1肘:ごある｡竹長上しては構造が簡単で組

立やすく∴ イJ~机Il盛l勺(定格抵抗の1/1,000まで)では1~り▲

軌■辟)l‖漉川が強い:指ホが安紆⊂､ある｡しかし細部磁界

E12彗ri,EN13判,Elト弛 日 立 メ ガ ー

Type E12,EN12and Eln HitachiInsulatiQn Testers



計 測

策2図 E16型 日 立 メ ガ ー

Fig.2.Type E16HitachiInsulation Tester

の影響をうけやすく,1■=､トニ無限位口 二お■.､てこ土地球磁

界の方向によっても指ボニ変動せ.i一ど･カられるくらいてあ

った｡これニュ低l二l盛にJ∴､て‖j-郵招l:の占〆)る位量が弱磁

界のために生ずる不足rril｣軌±ともに,この型の一/_〕のIJり

題点であづたり

(2)EN12型巳立メガー(り(2)(】939～1945)

外函がイ＼箱で一汁器ノノ'式:丈外∴･臓餌l-据i･■描泉輪型であ乙.｣

特良としては磁極片の形状お土び･り■動線輪の形状が外部

磁界の影響を小ならしめるよ∴∴二∵･てられて-ヾ､る｡~L吏た

制動がよく連指的でもあ㌃っ ただ可動皿血中恨ノブが小さ

いので無限位狂いを生じやすかった=j

(3)E15型日立メガー(2)(1942～1,48)

E12型を改良Lたものである1-㌻烏わち計器ノノ~式㍑E12

型同様,外部磁石父了･線輪型でエバーシュッド上回し､形

式であるが,磁石形状,線輪ん式日=立独白のんはを土

り,未知抵抗が無限大の土きでも,電流線輪(未知抵抗

と直列になっている)全体の回転ノノが零にならないよう

にしてある｡そのため電圧綿輪(未知抵抗二二i対係なく発

の機電 よって動作する)㍑磁界力強ごが蕎∵烏∴

第1表

日立メガー各型の特徴

Tablel.

TypicalCharactors

of HitachiInsula-

tion Tester Series
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Fig.3.

E16型 日 立 メ ガ ー

の計器機構

MeterPartof TypeE16Insulation Tester

仏社二達する必要がなく,外鮎磁界の影響をうけること

が非常こ少なくなりJEC-60に十分点略した｡しかし完

全土ごtいいがたく,E12叩卜】~胴潤出盛における制軌とと

も∴以復改良すべき!子り題±Lて妓された√⊃

(J)E16型日立メガー(3)(7)(1948以降)

,汁器ん■式㍑内部磁石交叉線輪型(8)である｡すなわちlリ
筒形の∃rク瑚ノ＼‖則ご二過､【トな二′と隙をもノ〕て永久磁f]●を硬

rJ一'亡しノ,その空隙皿せある角度で交叉した電流,電圧の二

綿車叙が｢=仲ムすろ｡この型の特長土しては,

(A)永久磁石が｢加-;‡;にあるため 洩磁束がは土んど

な･∴磁石の出す磁東の約80%が有功磁束として

使=jこごれる｡Lたがって磁謙密度が大で回転力強

:,l一膝全般にわ7~二つて制軌がよく速指的である｡

(B)磁路を形成する†T｣筒形のヨークが遮磁壁となつ

て空隙磁界を 保 るため外部磁界により指示が影

響されることがない｡すなわち日本工 規格で親程

している5エルステッド程度の外鮎磁界の強さでは

わたり指ホの変化を認めることが難しいく

リいであろ

型 名 ど/～型 ど〟/g 型 ムグ 型 F〝 型

製造年代 〝L㌍～/占材ク 八悌～
一晩灯 炊げ～ノ紺 人材♂ Jl入時

形 方式 /八 月壬 /八 万≠ 小 形 小 野

外 面 垂革 金 属 製 木 製 軽 金 属 製 軽 金 属 製
-

言†塁方式

外 部 石並 石 外 部 石並 右 タト 郁 雄 石 内 部 壬通 忘
父 子､絹輪型 並窟線輪型 父子碍輪型 交叉綿輪型

軋む磁石

凱婚㌔立石鉄化 石菰右 司壷澗輪キク働鮒

二媚匡
/

封/義舞て＼捷

可軒綿輪指針

Jフ ぐ｣

∵++十
露闇･`･
凱湖

■

可季わ線輪 指針

(ク J

可酌婦輪 指針

(フ ぐノ

指針

(ク ぐ)

計塁の回章孟刀 弓若 い 弱 1l 普 ラ屋 最 毛 弓空し1
別 型_ 普 選 倉

僅 小

や＼ 良 非常ほ 摂し1

朴部相野の冒そ警 萄 や＼ 有 殆ん どたL■▲
千竺手軌鳩潮醐結 や＼重い 彗 適 普 頗 奉書 い

ノユ



無限仲 軽装帯

第 2 表

Table2.

必嬰 と し な い 絶縁紙抗計

日 本工業規格 と E16型 日 立 メ ガ
ー

の 対照

Contractions ofIIitachiInsuiation Tester andJIS Code

許 容 誤 亭

鰯 子 i丑 Ⅰ主

傾 斜 の

温 度 の 影

イ~r効目盛範囲

定格菰胡

Ol_Ⅰ惑お`亡び ∽ 口盛

叩央しl盛で

JIS C-1301 EI6型

指示佃の ±5% ユr~F

±10% 以下

0.5mm以下

下以%3±
1
し
-
ノ

0.4mm以~F

きわのて′ト

3秒以下

なきこと

0.8～l秒

√8 位置のt已庄(Vo)の許各ノチ

叩央‖感で

∽ イ石門で5■｢傾斜の昭

20~■C ベースで土~F

IL~､づれかに 20し■C変化

中央目盛

0付置

定柘植の±10%以下

Voの 9q% 以上
定格値や+13老以~F
93一〉94

0.5mml､1~jて 1 0.4m皿以下

5% 以下

0.5mm以下

0.5%

認められない

外 部 磁 界 の 影

湿 度 の 形

耐 久 度

絶 縁 紙 抗

庄

5エ几ステッドの超さの磁場で

RII90% で

標準使用状悠圧10,000[う】

RIi70% のとき D.C.500V で

甲央日盛

5αヽ′ま′こH60√ヽ正悲了†‡に近い揖庄2,000Vl分間

トり劾部軸のナ一向おエび直f~ql■向に(100gX2Fリ)

(注)E18塑の肘掛が那財摘け項制

(C)無限ト■上の指示往いの帰因二なろ測定端子仰の漏

洩おょび指針 i~用引払｢ケース 指事=廿〃瀞

電作川を防止してあるこ±上(9)(1U),lル感度点､･∴㌻iけ

る項軌■祁のl亘l転力が覗いため,1,000V,2,000Mn

級のIl~■㍍瑠灘蘭抵抗計~㌣い肘掛≠諷整装吊が不要て

ある(5)｡

(D)内蔵の蔽流イ灘L一発′l=踊如)発吏千r=帖こま-kを少ニ/王

くし,刷丁,整流千mのけノバJ丈び整流子行完元軌_L

に減少したため発歳機起軌J_)把~ト回転が非常:二軽

い(畑なごが虜げられ;〇l,そしてこれパル持に~り二述

のE12型,EN12型,E15 型直すぺてのl棚重点左解

決したものでJ7)々1ノ

'第1表㍑以上!l_､ンニメガ←了～′弓【り)持J･主な｣-し二較Lンんこも出

で,第2表沃l~l本上等私情封告塀ぷ∴対寸∴E川里=J

メガトの什能をホしイニもク〕てあく)､

〔ⅠⅠⅠ〕経線抵抗計に関する諸問題

絶綾抵抗計の一般‥ノ州灘を論十る土き,構造ヒゾ)改良

によって解決~ナるl川挺±,絶鯨軋乱臣里-jl買上必然的∴

附随する問題上がある.前■杵二㍑外邦磁界山㌍響,棚瑠

の形響,応酬f寸近J)け鳥形状,無l睨イ､｢′二狂いニ7工ごがあり,

後者にけ代lほ屋しJ)端rノ廿11裾l胤ri亡び′′部材痛打∴

上ろ発`.別棟把~rけ‥=仙こノノし′)ノ11〕てノブ工しこづ■こあげエ'Jか_ノ:ノ､

Elい里=立メカーてこり~~て∴】吊晋=牒打十仁㌦て養イ工㍑

3% 以下

許容誤~差内

有規程巨合俗

耳怖500VlOOML上のもの
25Mi2

異状なきこと

計牢ぎ.て誓も摩搾,傾糾の影
がノ睨佑内にあること

仝【~†感ではとんど認められない

全然変化なし

定格500VlOOMぬのもの
50M蟻㌧以上

異状なし

隠状なし

11て｣~述山高㍍指灘舶瀾新訂け用潤位狂いを修正する無限位

調轄矧仲川隠l二言他社製晶が性能の点で廃止できず,依

然_-二Lて/-)けてあろた;ノ〕,峠ご二誤解をうけるこ上がある｡

以仁二の無限†吊.■]整装置 につき解明す

(り 無限位調整装置

′′･i三椿1,000M口=-､ノ､卜のヰ)の∴t一般にrl■描邑縁故才茄則定の

川杓∴仙=Jれろも浩ぺあなが,最大=感附近の測定職

度∴~L土く∴j_-上け~ごなけjtこ･ヱな圭:Jない⊃Lかし高感度の′･.ミミ

1計器の†･亜J用抽卜上欄,外■狛電界の膨響,測定端子

IJilゾ)漏洩,ナi了封▲土附うか■)糾引本土の静電作川,その他柑

々な煩囚で指針が′j､三賢しり†直を｣~旨ホーけザ誤凧む牛車Lこ

ノ〕うち外｢■㌃lミ~伍界し/〕;;て･ラ響なごこt.汁器こハ†巌輝明~と心の構成

が叶動.≠ハ回根寸ろ空階凝滞甚常闇するようにすれi･ま十

け防】ト∴きiニ)′7~二′∴ご抑′L三端子削い消雛=か,静電ノブによ

ろ指針J)封じ′㌔ご二川l龍一郎)湿度,湿娃臼-i上び周囲の状

腋ちこご∴よ/〕て遥ノ_)~~こ･二ろノ■二流)なかなか防止が困難で

ある.｡そJ~)た㌔叫守∴■1■弓=盛こ汀･,､て計器のId転力C7)弱い

もの十㍉ =車軌【肛構ぷ㍉~)榎誰ニノ㌔もJ):王,無限樟調整装眉を

つこナ,それL■)J_);こ;う響が許け.;∴な⊥､Jニ1いょうこ測定の都度

佃柑､'/1J【∴∴h=~く,指･Jミ1主任‖二し∴′王汁ればなL〕ない｡,これ

:t,帖伎卜何とてこらノ:,げかりで′′王･∴i則左†ll'に誤ノ1.;を生ず

㍍帰H-二L左′:,(汁:,ルビ椿絶縁既才品汁の佃鋸｢′二調整装置

.Lて.さ1りしけ除ム~･j~､ぺさf)し7い亡あノ:ト〕
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第4図

Fig.4.

測 定 端 子 電 圧 の 測 定

Connection Diagram of Terminal

Voltage Measurement
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l]木上業規格の絶蘭屈抗計解説にも無限位調整装〔錠の

11封叔土,不使なる点を認骨て将来技術の発

が鳳l_1二を希望する上述べてあるっ

∴上りこれ

lT立製作所で｢紺∫述の無限†)1二狂いの諸原l廿㌢究明し,

その防止を技術的に朋決して小型高定格絶縁抵抗計の無

限位調整装帯を廃止した｡

(2)測定端子電圧

絶縁抵抗一三■l･♂)1~封裾払虹㍑渕宣端子間を闇放したときの

電圧であく).⊃定格電圧の測定J一般肘∴絶縁抵抗.汁の標

準値J~†~1状態に汀,､て計器の接地端子±保護端子(ついて

ないものは保護環)lⅢに100〃A矧要の‖Ⅰ◆軌線輪型電流

計と適､11な直列抵抗よりなる電圧計を接額して測定す

る｡このとき電圧計の指弄する電圧沃,電圧計に流れる

電流が絶綾抵抗計の巾要`古流∴加わる才二め発電機lノ車肛で

電圧降下が大き･:なり,`jミ際J~)電J_ト上り通常独%捏度低

く出る(⊃ これく主†吏什=一ろl正列抵抗上電流計のに桁電流に

よって渕㍍†l｢ほこう-ミ.るから一J.〔注法すべきl用題である.｡

測定端子間の電匠ほ無限位廿盛において定格電疋±一

致し,以~卜低†直のトほ乳二なるにしたがってその偵が減少

するのが普通であるり これこ主無限位口盛以外∴工`i~昆流l〔｣路

に電流が流れ,電流回路の直列抵抗に上/つて電圧の降F

を生ずるからである｡

日本工 規格でほ目盛に対する測定端子電圧の変化が

あまり大きくならないように｢中央目盛こおける測定端

子間の実測電圧は,無限位目盛における実測電圧の90%

以上たること｣を規程している｡この場合中央口盛とは

目盛円弧のほぼ中央iこ する目盛割線をさしている｡巾

央目盛における測定端子間の電圧測定ほ,前述の定格電

圧測定のような■叶動線輪型電流計と直列抵抗を組合せた

電圧計では絶縁抵抗計内都の直列抵抗による電圧降~F7う二

大きくなり,測定できないので第4図の二■とき直流電

源,摺動抵抗,マイクロアンメータおよび直流電圧計を

組■合せた電位斉計のノ吉行二丈る｡すなわちマイクロアン

メ←タの指示が零ニ･なろように摺軌抵抗を し,そしり

ときの電J上.汁の指示を読むん法であろ｡この~方法:川一再

♂ 〟財 ♂/〝

節5図

Fig.5.
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縁抵抗計 の 目 盛形状

HitachiInsulation Tester

卜1盛町卿′己端千電圧のJて′Lならず,任ノエの【]二おける測
､‥●

:･‥､

絶紹抵抗計を低†血の11盛で偵川すろ七きH,第5図の

ご土･こfjlり･′ヒ端~J′電ノー1三がた終電圧に化して低いかト,走路

電圧が同じで,定格抵抗の低い絶縁矧~′'L計を川いるべき

であるっIl本1二~業愚棺の口敵例こ二Lれば,定惰100V

lOMG,250V20Mnの中央11盛こ王･定格10〇V20Mn'

250V50M□の中央目盛の1/4Ji土び1/5の偵をと

って1､る∴第5図の定格500V50MQの純綿抵ナ柑､:‡ニ

ロ立製作所で製作したもので,巾火口盛が定格500V

lOOMnの中火目盛の1/4〔J)酢二なつで.､る｡

(3)絶縁抵抗計の種類と把手の回章云カ

ーl木工業規格に制定Lてあか｣､′那色緑拙｣~′tし汁の′}ヒ裾工

賃3表のヒムりであろr,

第3表のつ己性1-*lてIJミ土1940叶二二rfiり′′己ごれ)′二11本需気

二】二芸委員ゴミ十三用i壬規粧〔､,すて1二小7型J津川Ⅶ1ヒして指㍍

ごれて-,､たっ この種の絶寿紳輔し訂工′是流Jゴ土び′L-~帥三Ii!l絡



無限位

第 3 表 日本工

整装置を必要

規格制定の/J､形絶縁抵抗計

Table3.Standard Ratings of Mineature

Insulation Tester

定†定格亀圧(直流)(Ⅴ)
格.定格抵抗(M£2)

目 盛 形 状
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第 6 図 参 照

絶 縁 抵 抗 計 の 使 用 例

Table4.UsingExamplesofInsulationTesters

断_ビ器ちもつ通信P】絡ま和ま通信機

250Vl船舶などの敷設低圧線の絶傍試験

500V;一般の絶縁試験

1,000V
馴二早便用チ浣庄の高いもの(たとえばケーブル高電圧用
機器ま九は高電圧な使用するj新吉機器など)の絶縁誠

気屯
験

の直州即〔をかえるのし了んでl‖卜一の計器構造で製作するこ

とができ,口盛J酔 も州似である｡

*印以外び~)定楕のもの･:t1953年のlりく二l二~業硯楕が鼎

フEされたとき,耕L∵小型ゾ)脚隼±ニ･㌔/-)たものであるっ

このうち山路500Vl,000M鳥およぴ1,000V2,000

Mnの把緑航†心汁け従来-ノくJ型にの･-7人望具什ごれたが計器の

性能が向上し■,′川手でもl･分掌封1二で.㌢ろようにな/′~)た〃~)

でJノーlえ1､)れた｡

またに職100VlOMnおよび250V20Mnの絶

摘出冒心訂=需要者榊の希望により迂川刷りンEされた｡これ

亡tlE椿寸封耶付近のH盛形状を締レトして,低偵のl~~l盛を拡

人したものであむ∴許4表㍑それぞjL′の出師)ぉもな仙

川例であて).｡

絶縁｣出~㍑汁叫蛙劣む把手肌車Ⅰ･1丘ルで比麿にれ1て)こ㌧が

ある｡これ㍑紀賄紬引心汁にl二1歳ごれた発′芯樅をl坤転させ

て甜′刷忙をするJ州IlかL､J､Ll然のこ±であって,†釧=二

把卜川叶転力の軽･打~土製イノド一昔上して軽視できない｡

発電依の肥~｢川転ノけ丈ノ(別する土発電機の起動時明把

手回転力土:走速 転申の把手l坤転力とにわけられる｡絶

緑択拭計の把手の1■胱Jル)人小を諭ザて)しこき,起動上㍍

速l==甘l･ぴ)把了車両広力がた･tた~モ混吊ごれく)が,これL､J

･沃性質が全然異なろもので,把手回虹~力を比較する上き
モモノ釣上宗達L~酬訓--の区別を判然とする必要があろっ

策 5 表

Table5.

と しない絶縁抵抗計

起動回転刊亘=静止する発電機のt･一帖子が回転し始め

るため把手に加えるぺき回転力で,これは刷二戸と整流子

間の摩擦,軸受の摩擦,歯むの効率,l･~帖千とl･唯了瀾

の磁気的吸引ノJ,歯剰七なごにより定まるもので･発電

機の隅造が｢‖一出であればはゞ一定で甜裾二は無関係であ

る｡このため発電機の欄造が異なる他の絶縁紙杭計上把

手の回虹力違1ヒ較するのに低利である｡ただこの場ハに

け■う1i述のご七く絶縁紙拭計の把手軸の起動回転功の比較

上町】示すろ必要がある｡

定速回転硝におけか粗手の回転力±日計器と発電機部

の消費電ルニよろ冊云力±,起動時の各~J■什;の静止
按弛1

転力が,こ王ば一定の動摩擦回転ノバニ変化して加わったも

のであ々1｡このうち軌J

っても異なるが普通

掛帖力は,発`電機の構造によ

軌桓日伝ナJCr)1/3以下である｡

計器おょび発電機の消費電力に上る把手の回転ノブは次

式で与えられる｡

.1J
J＼､
ll■-･

Ⅵ酌=∴

ただし 〟=把手の回転力

Ⅳ=計器おょび隠忍機の消費電力

γ= 輩比

で=歯車能率

〃=電機子肌1分川のL叶転数

/(､､､

(1)式中でγ,で,入㌧･工〕こ成された縦線抵‡ノ

.(1)

連㌧E一′ゆ

二
=
口

｣･し

垂訓lでは一定.とみなしうるので,把手のl一山転州ま計器と

発電機の消費電力に1七例する.｡

絶緒損拭計におし､て㍑消費電力が11盛によって変化す

糾･f性1二,定逆運･虹申の把~下川kルけ測定す石)抵抗の伯

でかわって`:る｡.一般に棋準速度で運転･いの絶綾抵拭計

跡把¶伸虹ル.t,無限†､エロ盛で最も小さく,諒=､口盛で

最もノくきい｡また絶縁紙杭計工各7E桁によって消費電力

の違うのが普通なので,左通運車剖1の把手のl坤転力H･

定格によっても1然かわってくる｡

第5表はElい里廿立メガー各定格の無限付1盛とJl･上小

l-1盛の消費電ノり･j上び500VlOOMQを100%とLた

各定格♂~)Jl‖､口盛における定速

較である｡

E16型 日 立 メ ガ ← の 定速回転時

Ilandling Torque of HitachiInsulation

100

･転rl-･の把手回転プJの比

に.お け る 才巴手回転 力

Tester(At Standard Speed)

61



日

仁ⅠⅤ._う結

言I i丹J 器 特

言

以上口立メガーし7)首伸しフ)特長ヒ絶糾鮎【〔計叫■h広二ぉ

ける二,三の聞題∴/)いてそ叫蜘符をj並べた.｡

現在製作中のE16哩Jj土○ごEエア卑=けメガー:‡,性能

的にも,佗J~仙両かL､ノもあ⊥､.jルろ矧如ゝ1､ノ改良を行ノ〕i′トニも

ので,州lノ＼悸鋸~.■-おょび最適メイLプーニ外国製.11∴1七L一三一

歩地む抜いて■､乙二±を11値すjlもJ)てあメ:｣れ/痛二

もよりすぐれた=､`′ニメガーのニノ∫己収をこ･八っL-て努ノノLて･.

㍍㌧
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E17型 日 立 メ ガ ー

Type E17HitachiInsulation Tester

R帥｣29年7=絶緑潮汀㍍1予_LてニtJr=ノ〕しり=本1二業規

示.掛r｣▲を-■):けニルニ仁メガ十t,以｣∴/〕ノニーr~=■71誹ふ

よび梨⊥i~J】の均一化,件能の｢∴=ニキ∫汁j:,±1も∴信け#上り

の希望なごこよ､j~しても巨分吟味L,仙∫こJ一 ニー.細抽宮

高いl-けメガー〔プ~)`′闘J:二たえさ～:ノ努畑ン/J∴巨･′.)=.

E17舶1､`/ニメカゞ←:1二E圧巧皇二対L仙川_1∴ノ棚什宝.㌻川

改善を加えた｣'l;近ノ叶てあ′~~)■:卜i甘ノ〕=÷｣主があろ｢

(1)測定端1･を上.川棚再∴し∵あ差 したか/一つて

リート1綿叫責続お土∴†ご叫別1÷カ川三.;〔:二｢Trj易化二二れ

J㌧

(2)計器憤照仁丹ぃか)E川里†キメガー･二い=｢‡⊥〔J)

lノ川雁7~r交叉紺附1【巨ご-あそイニ;中計器J~中世Jけ瀕

▲こ速指l廿ご､あノ:_,,外部症冴け吊･‡チ陀ノうけ1･∴,撫

附､ソニ狂いをJ∫ニ三ノ王∴㌔ご'El.;=㍗=､`′ニノブノ､-L叫,

にをそレT)ま㌧保持L-∴･ろ

(3)行理情晶■質管理により量肘1勺精密1~二作を行って

一､イ1たと/)均一帆1■:i`:製.汀】こむ左が竜一∨､｡
(4)外形形状の射寺上土もに色彩の均衡を考慮L,

外用J佗美てあろ｡
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Fig.1.

E17 型 日

Type E17

Tester

二立 メ ガ ー

HitachiInsulation




